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日
頃
同
窓
会
活
動
へ
お
力
添
え
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
世
界
中
が
騒
然
と
し
た

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
経

験
が
無
い
こ
と
で
す
の
で
先
行
き
に
つ
い
て
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
大
変
な
事
で
も
い
つ
か
治
ま
る
と
き
が
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
ま
で
皆
で
ま
と
ま
っ
て
力
を
合
わ
せ
凌
い
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
周
囲
の
方
々
と
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
様
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
同
窓
会

総
会
・
懇
親
会
は
、
準
備
の
都
合
も
あ
り
四
月
の
役
員
会
で
協
議
し
て

懇
親
会
は
行
わ
ず
総
会
の
み
と
致
し
ま
し
た
。
各
地
の
支
部
か
ら
も
、

い
く
つ
か
総
会
中
止
の
連
絡
が
届
い
て
い
ま
す
。
今
は
感
染
を
防
ぎ
終

息
を
待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
や
ご
家
族
が
ご
無
事
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
と
念
願

致
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も
早
く
こ
の
災
禍
が
沈
静
し
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

災
禍
が
終
息
し
た
時
に
は
、
ま
た
活
発
に
、
賑
や
か
に
、
楽
し
く
同
窓

会
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
願
っ
て

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長　

小
嶋
彌
左
衛
門

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

同窓会　心を一つに
　令和元年度全国支部長会議　開催される

全国支部長会議
小嶋会長による各支部長の紹介　懇親会にて

全
国
支
部
長
会
議
で
の
会
長
挨
拶　
　

令
和
元
年
九
月
十
四
日

　

各
支
部
は
独
立
体
で
あ
り
各
支
部
の
執
行
部
が
運
営
、
本
部
と
は
傘
下

型
で
な
く
連
携
で
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
ま
っ
て
い

く
努
力
が
必
要
で
、
各
支
部
長
の
役
割
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
互
い
に
情

報
発
信
・
受
信
し
各
支
部
の
役
に
立
つ
こ
と
で
同
窓
会
全
体
の
充
実
が
図

ら
れ
る
。
今
後
、
支
部
長
会
を
毎
年
開
催
し
た
い
。
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同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
母
校

の
教
育
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
各

地
の
支
部
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と
お
会
い
し
て
、

本
校
に
寄
せ
る
想
い
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
り
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
本
校
で
も

様
々
な
教
育
活
動
が
中
止
や
変
更
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
の
三
月

か
ら
の
約
三
か
月
に
及
ぶ
学
校
臨
時
休

業
は
、
生
徒
達
や
私
た
ち
教
職
員
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
そ

の
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し

て
、
家
庭
学
習
の
た
め
の
課
題
提
示
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
と
会
え

な
い
状
況
は
と
て
も
心
も
と
な
い
も
の

で
す
。
よ
う
や
く
四
月
末
に
二
〇
〇
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
五
月
末
か
ら
の
学

校
再
開
後
は
、
学
校
が
息
を
吹
き
返
し

て
生
徒
の
笑
い
声
が
心
地
よ
く
聞
こ
え

ま
す
。
本
来
の
学
校
の
あ
り
様
を
取
り

戻
し
た
か
の
よ
う
で
す
が
、
様
々
な
制

約
の
中
で
の
再
開
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
も
、
生
徒
た
ち
は
、
先
輩
の
皆

ご
あ
い
さ
つ

校　

長　

柿
　
㟢
　
悦
　
子

様
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
興
譲
の

精
神
」
の
下
、
日
々
の
授
業
を
第
一
に
、

部
活
動
や
自
治
会
活
動
に
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
を
含
む
県

内
三
校
に
設
置
さ
れ
た
「
探
究
科
」
も

完
成
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
科
、

理
数
科
、
国
際
科
の
三
学
科
を
備
え
る

学
校
と
し
て
、
全
生
徒
が
高
い
志
を
持

ち
、
そ
の
進
路
希
望
を
実
現
で
き
る
よ

う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
に

お
い
て
、
全
国
五
校
の
内
の
一
校
と
し

て
科
学
技
術
人
材
育
成
重
点
校
と
な
り

ま
し
た
。「
い
の
ち
を
尊
び
、
新
た
な

価
値
創
造
の
志
を
持
ち
挑
戦
す
る
生

徒
」
と
し
て
、
自
身
の
持
つ
様
々
な
能

力
を
磨
き
上
げ
て
、
他
と
協
働
す
る
人

間
性
豊
か
で
「
未
来
を
拓
く
」
力
を
具

備
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
教
育
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

職
員
一
同
、
連
綿
と
続
く
興
譲
館
の

不
易
を
確
認
し
つ
つ
、
進
取
の
気
概
を

持
っ
て
生
徒
育
成
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

興
譲
館
同
窓
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年

　

九
月
十
四
日　
　

令
和
元
年
全
国
支
部
長
会
議
、
総
会
、
懇
親
会

　

十
一
月
五
日　
　

三
役
打
合
せ
会　

高
校
再
編
整
備
計
画
に
係
る
意
見
聴
取
の
事
前
打
合
せ

　

十
一
月
十
二
日　

東
南
置
賜
地
区
の
高
校
再
編
整
備
計
画
に
係
る
県
教
育
庁
の
意
見
聴
取

　

十
二
月
十
七
日　

柿
﨑
校
長
に
入
会
金
納
付
依
頼
状
及
び
個
人
情
報
提
供
同
意
書
提
出
お

願
い
状
の
配
布
依
頼

令
和
二
年

　

一
月
八
日　
　
　

三
役
打
合
せ
会　

小
嶋
会
長
の
旭
日
雙
光
章
受
章
祝
賀
会
に
係
る
発
起

人
会
設
立
の
件
打
合
せ

　

一
月
二
十
二
日　

役
員
新
年
会　

入
会
金
納
付
依
頼
等
の
件
報
告
、
小
嶋
会
長
の
叙
勲
祝

賀
会
に
係
る
発
起
人
会
設
立
の
件
報
告
、
高
校
再
編
整
備
計
画
に
係
る

県
教
育
庁
の
意
見
聴
取
の
件
報
告

　

二
月
二
十
二
日　

役
員
打
合
せ
会　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
対
応
し
た
入
会

式
の
進
行
と
役
割
分
担
の
件
打
合
せ

　

二
月
二
十
八
日　

同
窓
会
入
会
式　

記
念
品
授
与
、
学
年
理
事
委
嘱

　

三
月
二
日　
　
　

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
卒
業
式　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
出
席
要
請
な
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
同
窓
生
が
一
堂
に
会
し
て
の
飲
食

を
伴
う
懇
親
会
を
中
止
す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
三
密
を
避
け
る
た
め
必
要
最
小
限
の
会
議

開
催
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
十
八
日　
　

三
役
打
合
せ
会　

四
月
七
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
感
染
防
止
に
対

応
し
た
同
窓
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
。
結
果
：
総
会
の
延
期
と
懇
親

会
の
中
止
を
決
定
。

　

今
後
の
日
程

　
　
　

八
月
一
日　

常
任
理
事
会
開
催　
　

理
事
会
（
学
年
理
事
会
）
へ
の
提
出
予
定
議
案
協
議

　
　
　

八
月
一
日　

会
費
納
入
と
会
報
配
布
（
場
所
：
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
）

　
　
　

九
月
中
旬　

令
和
元
年
度
決
算
監
査
終
了
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
会
計
予
算
作

成
後
、
理
事
会
に
総
会
提
出
議
案
の
書
面
に
よ
る
承
認
を
求
め
る
予
定
。

　
　
　

十
月
三
日　

令
和
二
年
度
同
窓
会
総
会
開
催
予
定

令
和
元
年
度

　
　

同
窓
会
活
動
報
告

常
務
理
事　

磯
　
部
　
道
　
昭

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　
令
和
元
年
度
活
動
報
告

　
今
年
の
活
動
に
つ
い
て
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項　目 予算額 収入額 増減（△） 備　　考
繰 越 金 1,688,715 1,688,715 0 前年度繰越金

入 会 金 1,372,000 1,372,000 0 7,000円×196名

年 会 費 2,300,000 1,550,000 △ 750,000

過 年 度 会 費 0 250,000 250,000 昭和58年卒･昭和62年卒･
平成10年卒･平成18年卒

過 年 度 会 費 0 3,098 3,098 昭和13年卒
（ありはち会様）

雑 収 入 285 8,815 8,530 同窓会名簿売上・
預 金 利 子

計 5,361,000 4,872,628 △ 488,372

項　目 予算額 支出額 残　　額 備　　考
運 営 費 1,307,000 1,219,210 87,790

会 議 費 80,000 61,688 18,312 理事会等

通信連絡費 50,000 43,328 6,672 郵便切手等

需 用 費 100,000 47,222 52,778 用紙・封筒等

人 件 費 1,077,000 1,066,972 10,028 人件費会計へ繰出し

事 業 費 2,174,600 2,028,449 146,151

一般事業費 1,200,000 1,116,950 83,050
各支部総会（旅費・お祝い）
・総会補助金・ＨＰ運営費・
会報送料補助等

母校活動補助金 300,000 262,789 37,211 高鍋高校交流事業（訪問）・
「学校案内」リーフレット

卒業記念費 264,600 264,600 0 記念品代（196名分）

表 彰 費 60,000 56,710 3,290 永年勤続者・前支部長・全退任役員

会 報 費 350,000 327,400 22,600 会報 第48号 6,000部等

財政安定積立金 800,000 800,000 0

財政安定積立金繰入 800,000 800,000 0 将来の収入不足や支出増加に備える準備金

予 備 費 1,079,400 0 1,079,400

予 備 費 1,079,400 0 1,079,400
計 5,361,000 4,047,659 1,313,341

収入の部

収入の部

決算額
収入額  4,872,628円　－　支出額　4,047,659円
　＝　残額　824,969円（次年度へ繰越）

○資金の残高
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　 824,969円
○財政安定積立金残高
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　1,300,373円
○前受会費残高
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　3,430,593円

前年度からの繰越額
○財政安定積立金
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　1,300,373円
○前受会費
　＝　　　　同上　　　　　　　同上　　3,430,593円

支出の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

　　　①母校振興発展に必要な事業　　　③会報の発刊	
　　　②会員の親睦に関する事項　　　　④その他、目的達成に必要な事項	

◎令和元年度　事業計画

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　 減 備　　考

繰 越 金 824,969 1,688,715 △ 863,746 前年度繰越金

入 会 金 1,393,000 1,372,000 21,000 7,000円×
199名

年 会 費 2,300,000 2,300,000 0

昭46年～平22
年まで５万円

（40学年）
昭36年～昭45
年まで３万円

（10学年）
雑 収 入 31 285 △ 254 預金利子

計 4,518,000 5,361,000 △ 843,000

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考
運 営 費 1,307,000 1,307,000 0

会 議 費 80,000 80,000 0 理事会等の会議費

通信連絡費 50,000 50,000 0 郵便切手等

需 用 費 100,000 100,000 0 慶弔・事務用品

人 件 費 1,077,000 1,077,000 0 人件費等1,027,000+50,000
（９月手当）

事 業 費 2,158,650 2,174,600 △ 15,950

一般事業費 1,200,000 1,200,000 0 各支部総会・会報送料補助・
ＨＰ運営費・総会補助金等

母校活動補助金 250,000 300,000 △ 50,000 高鍋高校交流事業（来校）等
卒業記念費 268,650 264,600 4,050 記念品代（199名分）
表 彰 費 70,000 60,000 10,000 永年勤続者・前支部長・前退任役員
会 報 費 370,000 350,000 20,000 印刷費等
財政安定積立金 0 800,000 △ 800,000

財政安定積立金繰入 0 800,000 △ 800,000 将来の収入不足や支出増加に備える準備金
予 備 費 1,052,350 1,079,400 △ 27,050

予 備 費 1,052,350 1,079,400 △ 27,050 次期繰越金が多額になる場合には、財
政安定積立金に振り替えることがある

計 4,518,000 5,361,000 △ 843,000

◎平成30年度　同窓会会計決算書　（会計年度　平成30年９月１日～令和元年８月31日）

◎令和元年度　同窓会会計予算書　（会計年度　令和元年９月１日～令和２年８月31日）
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令
和
元
年
度

【
水
泳
】

　

東
北
高
校
選
手
権

　
　

女
子
高
飛
込
：
１
位　

戸
田
萌
々
香

　
　

女
子
３
ｍ
飛
板
飛
込
：
１
位　

戸
田
萌
々
香

　
　
　
　
　
　

（
以
上
全
国
高
校
総
体
：
出
場
）

　

国
民
体
育
大
会

　
　

少
年
女
子
高
飛
込
：
６
位　

戸
田
萌
々
香

　
　

少
年
女
子
３
ｍ
飛
板
飛
込
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
位　

戸
田
萌
々
香

　

県
高
校
新
人

　
　

女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
：
４
位　

田
村
若
菜

　
　

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

佐
原
陸
希

　
　

女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

佐
原
陸
希

　
　
　
　
　
（
以
上
東
北
高
校
新
人
大
会
：
出
場
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】

　

欧
州
カ
デ
サ
ー
キ
ッ
ト
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
会

　
　

男
子
個
人
エ
ペ
出
場　

峯
田
大
空

　

東
北
総
合
体
育
大
会

　
　

少
年
男
子
：
５
位　

大
西
ひ
か
る
・
峯
田
大
空

　
　

少
年
女
子
：
５
位　

佐
藤
ひ
ま
わ
り

　

県
高
校
新
人　

女
子
団
体
：
１
位

　
　

男
子
個
人
フ
ル
ー
レ
：
１
位　

峯
田
大
空

　
　

男
子
個
人
エ
ペ
：
２
位　

峯
田
大
空

　
　

女
子
個
人
フ
ル
ー
レ
：
３
位　
佐
藤
ひ
ま
わ
り

　
　

女
子
個
人
エ
ペ
：
３
位　

和
泉
希
音

　

初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
自
分
の
演
技
が

で
き
ず
予
選
敗
退
と
い
う
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
一
か
月
で
調
整
を
重
ね
、
迎
え
た
国
体
で

は
今
年
一
番
の
演
技
で
六
位
入
賞
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
苦
し
く
辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結

果
を
残
す
事
が
出
来
た
の
は
、
支
え
応
援
し
て
下

さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
と
強
く
感
じ
感
謝
が

募
り
ま
す
。
来
年
の
目
標
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
二
種

目
三
位
入
賞
で
す
。
目
標
を
達
成
す
る
為
に
、
自

分
の
弱
み
を
理
解

し
向
き
合
う
事
、

そ
し
て
強
み
を
よ

り
強
化
し
て
い
く

事
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
練
習

を
大
切
に
し
、
よ

り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

新
潟
県
妙
高
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

回
転
競
技
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
全

国
大
会
で
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
本

と
も
滑
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滑
り
と
し

て
は
、
自
分
の
思
い
通
り
の
滑
り
が
出
来
ず
、
悔

い
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
優
勝
し
た

選
手
が
同
じ
学
年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

自
分
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
、
来
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
技
術
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年

は
雪
不
足
で
満
足

に
練
習
も
出
来
な

い
中
、
全
国
大
会

に
進
め
た
の
は
支

え
て
下
さ
っ
た
家

族
や
コ
ー
チ
、
顧

問
の
先
生
の
お
か

げ
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

文
武
両
道
の
大
活
躍

〈
水
泳
部
〉

〈
ス
キ
ー
部
〉

◎
体
育
部
の
活
躍

◎
文
化
活
動
の
躍
進

同窓生のみなさまのご支援をよろしくお願いします！

令
和
元
年
度

【
吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
】

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
：
金
賞

　

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会　
　
　

　

木
管
三
重
奏
：
金
賞

　
　
　
　

	

齋
藤
千
尋
・
山
岸
優
心
・
森　

恵
玲
奈

【
美
術
】

　

県
高
校
総
合
文
化
祭　

奨
励
賞　
　

	

大
橋
彩
未

【
新
聞
・
文
芸
】

　

県
高
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

　

散
文
部
門
：
優
秀
賞
・
高
文
連
賞　

	

佐
藤
ち
な

　

全
国
高
文
連
北
海
道
・
東
北
文
芸
大
会
：

　

参
加　

佐
藤
ち
な
・
長
谷
川
昂
志
・
野
中
優
希

【
Ｅ
Ｓ
Ｓ
】

　

県
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
：
３
位

【
調
理
科
学
】

　

山
形
み
や
げ
高
校
生
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
：　
　

　

優
良
賞
「
さ
く
ら
ん
ぼ
焼
き
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」

　
　

猪
野
凛
貴
・
伊
藤
和
雅
・
小
阪
和
寿
・
佐
藤
大
祐

　

ア
ル
フ
ァ
化
米
粉
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　

国
際
事
業
セ
ン
タ
ー
研
究
賞

　

「
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
！
み
ん
な
大
好
き

　
　
　
　
　
　

チ
ー
ズ
ハ
ン
バ
ー
グ
グ
ラ
タ
ン
」

　
　
鈴
木
瑠
奈
・
長
谷
部
ひ
な
た
・
大
竹
萌
子
・
長
谷
部
春
香

【
Ｃ
Ｓ
Ｓ
】

　

W
RO
	Japan	2019	

決
勝
大
会	in	
西
宮
（
全
国
大
会
）

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
ミ
ド
ル
部
門
：
出
場

　
　

女
子
個
人
サ
ー
ブ
ル
：
１
位　
　

大
久
保
南
美

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ

　
　

男
子
２
名
５
種
目
：
出
場

　
　

女
子
４
名
５
種
目
：
出
場

　

全
国
高
校
選
抜
県
予
選

　
　

女
子
エ
ペ
：
１
位　

女
子
フ
ル
ー
レ
：
１
位

　

全
国
高
校
選
抜
北
海
道
・
：
東
北
予
選

　
　

女
子
エ
ペ
：
２
位　

女
子
フ
ル
ー
レ
：
出
場

　

全
国
高
校
選
抜
大
会　

女
子
エ
ペ
：
出
場
→
中
止

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

　

県
高
校
新
人　

男
子
：
２
位

　
　
　
　
　
　
　

女
子
：
２
位

　
　
　
　
　

	（
以
上
東
北
高
校
新
人
選
抜
大
会
：
出
場
）

【
陸
上
競
技
】

　

県
高
校
新
人

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
：
３
位　

佐
竹
智
弘

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
東
北
高
校
新
人
大
会
：
出
場
）

【
弓
道
】
東
北
高
校
選
抜
大
会
：
出
場

【
ス
キ
ー
】

　

全
国
高
校
総
体　

女
子
回
転
：
出
場　

中
沢
愛
歩

　
　
　
　
　
　
　

	

髙
梨
美
佳
・
見
保
駿
作
・
釜
田
康
誠

　

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル2019	

東
北
大
会

　

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
優
秀
賞

　

「
ア
リ
の
ペ
ン
に
よ
る
行
動
制
限
」

　
　
　
　
　
　
　

	

佐
藤　

伯
・
澤
井
奎
治
・
遠
藤
祐
太

　

県
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会

　

高
等
学
校
文
化
連
盟
科
学
専
門
部
の
部

　
　

最
優
秀
賞
「
農
作
物
に
お
け
る
品
質
管
理
を　
　

　
　
　

目
指
し
た
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
開
発
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

				

牛
久
保
舞

　

同
優
良
賞
（
化
学
）「Push-Pull

型
メ
タ
置
換　
　
　

　
　
　

ベ
ン
ゼ
ン
の
蛍
光
特
性
」　
　
　

				

小
林
万
祐

【
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
】

　

科
学
の
甲
子
園
県
大
会　

本
校
Ａ
チ
ー
ム
：
１
位　
　
　

　
　
　
　
　

安
部
央
人
・
蒲
生
海
珠
・
佐
野
孔
亮
・

　
　
　
　
　

萩
野
賢
皓
・
本
間
崚
太
郎
・
鈴
木
悠
世
・

　
　
　
　
　

平
井
義
祈
・
松
井
あ
き
ら

　

本
校
Ｂ
チ
ー
ム
：
２
位

　
　
　
　
　
　

岩
田
舜
平
・
金
藤
千
波
・
佐
藤
史
菜
・

　
　
　
　
　
　

中
澤　

颯
・
渡
部
大
晟
・
遠
藤
壱
晟
・

　
　
　
　
　
　

日
下
和
也
・
須
貝
麻
莉
菜

　

県
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会　

一
般
の
部

　
　

最
優
秀
賞
「
高
校
生
の
“
ワ
ク
ワ
ク
”
を

　
　
　
　
　
　
　

向
上
さ
せ
る
授
業
形
態
」

　
　
　
　
　
　

梅
津
朱
唯
・
渡
邊
悠
斗
・
寺
澤
晴
香
・

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
亮
太

　
　

優
秀
賞
（
生
物
・
地
学
）

　

「
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
希
少
生
物

　
　

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
属
の
調
査
方
法
の
確
立
」

　
　
　
　
　
　
　

佐
野
孔
亮
・
鈴
木
悠
世
・
鈴
木
孝
汰

　
　

優
良
賞
（
生
物
・
地
学
）「
納
豆
菌
に
お
け
る
効
率

　
　

的
な
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
生
成
条
件
の
検
討
」

　
　
　
　
　

粟
野
加
衣
愛
・
金
藤
千
波
・
小
林
万
祐
・

　
　
　
　
　

高
橋
夏
海

　
　

優
秀
賞
（
社
会
・
人
文
）「「
よ
い
」
演
奏
の
評
価

　
　
基
準
：
楽
器
演
奏
者
と
非
演
奏
者
と
の
比
較
を
通
し
て
」

　
　
　
　
　
　

須
田
千
尋
・
長
谷
部
春
香
・
樋
口
萌
花

令
和
２
年
度

【
新
聞
・
文
芸
】

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
文
芸
部
門
：
出
場　

佐
藤
ち
な

【
Ｃ
Ｓ
Ｓ
】

　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場　

牛
久
保
舞
・
髙
梨
美
佳

【
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
】

　

第
9
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

　

開
催
日
程
：
２
０
２
０
年
３
月
20
日
㈮
～
23
日
㈪

　

会
場
：
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

　
一
｜
七
｜
五
）、
サ
イ
デ
ン
化
学
ア
リ
ー
ナ
・
さ
い
た
ま
市
記
念
総

　
合
体
育
館
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
道
場
四
｜
三
｜
一
）

　

実
技
競
技
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト　

優
秀
校

　
　

安
部
央
人
・
蒲
生
海
珠
・
佐
野
孔
亮
・
鈴
木
悠
世
・

　
　

萩
野
賢
皓
・
平
井
義
祈
・
本
間
崚
太
郎
・
松
井
あ
き
ら

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
経
験
し
て

二
年
五
組

中　

沢　

愛　

歩

（
米
沢
五
中
出
身
）

「
悔
し
さ
を
力
に
か
え
て
」

二
年
二
組

戸　

田　

萌
々
香

（
米
沢
六
中
出
身
）

米沢興譲館同窓会会報 第49号（4）令和２年８月１日



令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長		

佐　

藤　

知　

由

（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

校歌斉唱応援団旗掲揚

田林宮城支部長の乾杯 挨拶する柿﨑校長 挨拶する小嶋同窓会会長 佐藤知由実行委員長の挨拶

　

Ｏ
Ｕ
Ｒ  

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ  

Ｉ
Ｓ  

Ｎ
Ｏ
Ｗ

 
～
平
成
か
ら
令
和
へ
、
い
ま
を
見
つ
め
て
～　

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
報
告

　

昨
年
九
月
の
同
窓
会
・
懇
親
会
か
ら
十
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
・Covid-19

感
染
拡
大
防
止
を

考
慮
し
、
残
念
な
が
ら
懇
親
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
過
去
に
例
を
見
な
い
事
態
故
、

同
窓
会
執
行
部
の
決
断
は
断
腸
の
思
い
で

あ
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
昨
年
の
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
を
寄
稿
し
て
ほ

し
い
と
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し

思
い
出
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
昭
和
五
十
九
年
卒
を
筆
頭
に
、
昭

和
六
十
三
年
卒
、
平
成
五
年
卒
、
平
成
十
一

年
卒
、
平
成
十
六
年
卒
、
平
成
二
十
一
年
卒

の
六
学
年
が
幹
事
と
し
て
第
一
回
の
実
行
委

員
会
を
開
催
し
た
の
は
五
月
で
し
た
。
以
降

毎
月
一
回
、
割
り
振
ら
れ
た
担
当
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
開

催
日
ま
で
計
五
回
の
委
員
会
を
開
催
し
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。
十
分
準
備
は
し
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
や
は
り
確
認
ミ
ス
や
漏
れ
等
が

あ
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご
心
配
、
ご
苦
労
を

お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、チ
ケ
ッ

ト
販
売
枚
数
も
例
年
よ
り
も
一
〇
〇
枚
以
上

少
な
く
、
運
営
面
で
赤
字
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
も
う
少
し
余
裕
が
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
の
が
会
計
担
当
の
本
音
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
全
員
が
一
つ
の
会
場

に
着
席
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ミ
ス
は
数
を
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
の
で
し
ょ
う
が
、
主
だ
っ
た
こ
と
と
し
て

は
、
①
来
賓
席
の
席
札
を
準
備
し
て
お
ら
ず
、

慌
て
て
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お
願
い
す
る
も
、
会
長

札
が
な
い
と
い
う
失
態
、
②
席
次
表
に
は
記

載
が
あ
る
が
テ
ー
ブ
ル
に
学
年
表
示
が
な

か
っ
た
（
Ｓ
58
卒
）、
③
出
席
者
が
二
十
名

な
の
に
席
数
が
十
五
し
か
な
か
っ
た
（
Ｈ
11

卒
）、
④
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
写
真
を
撮
れ
な

か
っ
た
、
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
同
窓
生
と

は
あ
り
が
た
い
も
の
で
、
皆
様
に
は
温
か
い

激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
、
無
事
に
三
種
の
神

器
を
次
年
度
に
伝
達
で
き
た
こ
と
は
、
代
え

難
い
達
成
感
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

来
年
は
昭
和
六
十
年
卒
が
筆
頭
幹
事
と
し

て
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
・
懇
親
会
を
催
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
が
参

集
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
に
祈
念
い
た
し

ま
す
。
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入
会
式

支
部
だ
よ
り

長
井
・
西
置
賜
支
部

支
部
長　

齋　

藤　

道　

郎

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　

一
昨
年
、
小
嶋
会
長
・
海
和
教
頭
先
生
を
お
招
き
し
白
鷹

町
鮎
茶
屋
で
総
会
を
開
催
し
て
大
変
盛
況
で
し
た
。

　

昨
年
は
残
念
な
が
ら
諸
事
情
で
開
催
で
き
ず
、
今
年
こ
そ

は
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
生
憎
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
全
て
自
粛
モ
ー

ド
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

秋
以
降
を
目
標
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
で
は
な
く
何
と

し
て
も
開
催
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時

よ
り
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
講
堂
に
て
鈴
木
基

同
窓
会
副
会
長
の
司
会
の
も
と
米
沢
興
譲
館
同

窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　

佐
野
隆
一
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
小
嶋
彌
左
衛
門
会
長
か
ら
「
卒
業
お
め
で

と
う
。
ク
ラ
ス
が
同
じ
で
あ
れ
ば
同
級
生
、
学

年
が
同
じ
な
ら
同
期
生
、
高
校
が
同
じ
で
あ
れ

ば
同
窓
生
に
な
る
。
同
窓
会
は
学
校
、
在
校
生

の
支
援
に
努
め
て
い
る
。
み
な
さ
ん
の
協
力
も

宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。
み
な
さ
ん
は
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
が
各
地
に
同
窓
会
支
部
が
あ
る
。
同

窓
会
は
情
報
交
換
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で

き
る
場
で
あ
る
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
同
窓
会
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
頂

き
た
い
。」
と
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
磯
部
道
昭
常
務
理
事
か
ら
同
窓
会
規
約

を
も
と
に
興
譲
館
同
窓
会
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

	

続
い
て
、
小
嶋
会
長
よ
り
高
橋
優
奈
さ
ん
に

記
念
品
（
印
鑑
セ
ッ
ト
）
が
授
与
さ
れ
、
そ
の

後
一
九
八
名
の
新
入
会
員
を
代
表
し
て
黒
田
愛

奈
さ
ん
が
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
入
学
時

か
ら
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
責
任
感
、
決
断

力
を
養
え
た
三
年
間
の
思
い
出
、
そ
し
て
同
窓

会
の
支
援
へ
の
感
謝
と
同
窓
会
会
員
と
し
て
の

抱
負
と
決
意
を
述
べ
た
。	

　

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
学
年
理
事
計
十
名
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

令
和
二
年
卒　

学
年
理
事	

　

一
組　

武
田　

範
明　
　

横
山　

采
佳

　

二
組　

西
方
佑
太
郎　
　

坂　

麻
悠
子	

　

三
組　

古
山
新
汰
郎　
　

黒
田　

愛
奈

　

四
組　

鹿
又　

桂
司　
　

齋
藤　
　

栞	

　

五
組　

古
山　

幸
矢　
　

井
上
美
羽
奈

　

学
年
代
表
理
事　

二
組　

西
方
佑
太
郎	

　

そ
し
て
同
窓
会
か
ら
の
も
う
一
つ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
石
井
宏
幸
君
（
Ｓ

五
十
九
卒
）
が
栄
光
の
道
を
リ
ー
ド
し
、
南
浩

史
君
（
Ｓ
五
十
七
卒
）
が
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

南
く
ん
の
透
き
通
っ
た
声
の
エ
ー
ル
に
一
同
感

銘
を
受
け
た
。	

最
後
に
藤
倉
万
里
子
副
会
長
に

よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
入
会
式
を
終
了
し
た
。

同窓会から応援団ＯＢよりエールのプレゼント

代表挨拶の黒田さん

記念品を受け取る高橋さん

入会式の風景
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宮
内
支
部
報
告

宮
城
支
部
報
告

興
譲
館
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
活
動
内
容

支
部
長　

髙　

岡　

亮　

一

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）

支
部
長　

田　

林　

晄　

一

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）

昭
和
五
十
九
年
卒　

石　

井　

宏　

幸

◉
活
動
報
告

　

令
和
元
年
六
月
五
日
（
水
）
熊
野
大
社
證
誠
殿
に
お
い
て
、
小
嶋
彌

左
衛
門
同
窓
会
会
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
宮
内
支
部
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
以
来
七
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
宮
内
、

金
山
、
吉
野
、
漆
山
、
梨
郷
在
住
の
同
窓
生
約
二
四
〇
名
に
呼
び
か
け
、

昭
和
二
十
二
年
卒
の
菅
野
忠
一
さ
ん
（
九
十
一
）
は
じ
め
二
十
四
名
が

参
加
、
旧
交
を
温
め
つ
つ
語
り
合
う
、
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
規
約
で
は
定
時
総
会
の
開
催
は
隔
年
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
回
は
、
赤
湯
支
部
と
の
合
併
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
令
和
三
年
の
開
催
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
新
役
員
（
令
和
元
年
十
月
一
日
よ
り
）

　

支
部
長　

髙
岡　

亮
一
（
Ｓ
41
卒
）

　

副
支
部
長　

本
田　

久
代
（
Ｓ
42
卒
）・
山
田　
　

尚
（
Ｓ
47
卒
）

　

監　
　

事　

長
谷
川　

剛
（
Ｓ
40
卒
）・
髙
橋　

榮
子
（
Ｓ
41
卒
）　

　

幹
事
長　

安
部　

史
生
（
Ｓ
50
卒
）

　

幹　
　

事　

大
室　
　

拓
（
Ｓ
56
卒
）・
三
浦　

友
子
（
Ｓ
59
卒
）

　

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
宮
城
支
部

と
山
形
支
部
の
交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
九
月
二
十
九
日
、
東
蔵
王
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
城

か
ら
六
人
、
山
形
か
ら
二
人
で
し

た
。
絶
好
の
天
気
と
な
り
和
や
か
な

う
ち
に
楽
し
く
、
時
に
勝
負
の
思
い

も
込
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

次
年
度
も
行
う
予
定
と
し
ま
し
た
。	

　

昭
和
五
十
二
年
に
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
現
役
の
応
援
団
幹
事
会
の
指
導
や
、
夏
の
甲
子
園
予
選
の

応
援
な
ど
、
現
役
生
徒
と
と
も
に
興
譲
館
の
応
援
を
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

設
立
よ
り
四
十
年
余
り
、
現
在
の
活
動
は
す
っ
か
り
変
わ
り

ま
し
た
。

　

毎
年
、
一
月
二
日
に
新
年
会
総
会
を
開
催
。
総
会
の
締
め
は
、

出
席
者
全
員
が
交
代
で
校
歌
・
応
援
歌
の
指
揮
を
と
り
歌
い
あ

げ
ま
す
。

　

九
月
に
は
同
窓
会
大
懇
親
会
に
て
校
歌
と
応
援
歌
の
指
揮
。

十
一
月
に
は
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
連
合
Ｏ
Ｂ
大
会
で
の
指
揮
。
ま
た
、

一
昨
年
よ
り
同
窓
会
東
京
支
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
指
揮
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
は
、
六
着
の
学

ラ
ン
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
着
用
し
て
応
援
を
い
た
し
ま

す
。
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
ご
自
身
の
学
生
時
代
を
思

い
出
し
て
い
た
だ

け
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
卒
業
生

は
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会

へ
の
入
会
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
と
何

年
同
窓
会
で
の
指

揮
が
で
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

応援団集合

平成11年卒４人衆
「Yonezawa Take-away Information」

第1回山形・宮城支部ゴルフ交流会
（2019年9月29日）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
売
上
げ
が
減
少
す
る
米
沢
市
内

の
飲
食
店
を
応
援
す
る
た
め
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
イ
ト
「Y

onezaw
a	

T
ake-aw

ay	Inform
ation

」を
有
志
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー

は
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
卒
の
同
級
生
で
、
佐
野
水
産
㈱

の
佐
野
洋
平
、
㈱
ト
ナ
リ
の
兵
庫
濃
、
㈱
小
嶋
総
本
店
の
小
嶋
健
市

郎
、
米
沢
市
役
所
の
高
橋
光
一
の
四
名
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
使

い
や
す
さ
と
ス
ピ
ー
ド
感
」
で
し
た
。
市
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
三
月
三
十
一
日
か
ら
動
き
出
し
四
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン
、
最
終
的

に
は
市
内
九
十
六
店
舗
の
飲
食
店
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
当
サ
イ
ト
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え

七
月
中
旬
を
持
っ
て
閉
じ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
私
た
ち
同
級
生
メ
ン

バ
ー
は
、
今
後
も
米
沢
を
元
気
に
す
る
た
め
の
活
動
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
八
月
一
日
か
ら
は
米
沢
の
地
域
内
需
要
を
喚
起

す
る
こ
と

を
目
的
と

し
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

を
立
ち
上

げ
る
予
定

で
す
。
こ

ち
ら
も
ご

注
目
く
だ

さ
い
ま
せ
。

平
成
十
一
年
卒
四
人
衆

「Y
onezaw

a T
ake-aw

ay

　
　
　
　
　
　

 Inform
ation

」

同
窓
生
の
活
躍
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同
窓
生
の
今

オリコン副社長（右）から、「2019年度年間ベストセラー１位」で表彰されました。

『知の旅は終わらない』
（立花隆著、文春新書、950円＋税）

『一切なりゆき』
（樹木希林著、文春新書、800円＋税）

『知的再武装60のヒント』
（池上彰＋佐藤優著、文春新書、850円＋税）

最近の代表的な
仕事が左の三冊。

　

興
譲
館
を
卒
業
し
た
の
は
四
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
に

な
り
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
に
進
み
、
大
学
院
に

行
っ
た
後
に
、
出
版
社
「
文
藝
春
秋
」
に
入
社
し
ま
し
た
。

二
十
六
歳
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
社
で
は
、“
文
春
砲
”

石
橋
俊
澄
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
部
仏
文
科
卒
業
。

八
十
七
年
文
藝
春
秋
入
社
。「
文
藝
春
秋
」や「
週

刊
文
春
」
の
特
集
班
・
連
載
班
デ
ス
ク
な
ど
を

経
て
、
二
〇
〇
八
年
「
ク
レ
ア
・
ト
ラ
べ
ラ
ー
」

編
集
長
、
十
三
年
七
月
か
ら
「
ク
レ
ア
」
編
集
長
、

現
在
は
新
書
編
集
室
編
集
委
員
。

で
知
ら
れ
る
「
週
刊
文
春
」
で
十
年
ほ
ど
活
動
し
ま
し
た

し
、
月
刊
「
文
藝
春
秋
」
に
も
在
籍
し
ま
し
た
。
旅
行
雑

誌
「CREA

	T
raveller

」
の
編
集
長
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
三
十
カ
国
ほ
ど
に
取
材
に
お
も
む
き
、
ペ
ル
ー
の
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
や
ア
マ
ゾ
ン
川
ク
ル
ー
ズ
に
も
行
き
、
モ
ー

リ
シ
ャ
ス
島
で
は
ラ
イ
オ
ン
と
一
緒
に
散
歩
な
ど
も
し
ま

し
た
。
女
性
誌
「CREA

」
の
編
集
長
も
歴
任
し
ま
し
た
。

　

会
社
に
入
っ
て
三
十
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も

印
象
に
残
っ
た
仕
事
は
、
勝
新
太
郎
氏
の
担
当
を
し
て
一

年
間
ほ
ど
付
き
合
っ
た
こ
と
（
原
稿
は
私
が
書
い
て
、『
泥

水
の
み
の
み
浮
き
沈
み
』（
文
春
文
庫
）
と
い
う
対
談
集
に

な
っ
た
）、
阿
川
佐
和
子
さ
ん
の
「
こ
の
人
に
会
い
た
い
」

の
連
載
対
談
を
四
年
間
担
当
し
二
〇
〇
名
ほ
ど
の
時
の
人

や
著
名
人
に
会
っ
た
こ
と
（
例
え
ば
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ー

監
督
、浜
崎
あ
ゆ
み
、宮
沢
り
え
）、田
中
角
栄
の
首
を
取
っ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
立
花
隆
氏
の
本
を
六
冊
作
っ
た
こ

と
（『
天
皇
と
東
大
』、『
シ
ベ
リ
ア
鎮
魂
歌　

香
月
康
男
の

世
界
』、『
知
の
旅
は
終
わ
ら
な
い
』
な
ど
）
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
今
回
、
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
理
由
が
、
樹

木
希
林
さ
ん
の
『
一
切
な
り
ゆ
き
』
を
作
っ
た
こ
と
で

す
。
二
〇
一
九
年
度
の
年
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
本

で
す
。
な
ぜ
こ
の
本
を
企
画
し
た
か
と
言
う
と
、
樹
木
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、「
こ
の
人
は
名
言
を
た
く
さ

ん
残
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
ら
い
い
か
も
」

と
い
う
編
集
部
内
で
の
雑
談
か
ら
で
し
た
。
過
去
の
雑
誌

記
事
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
を
片
っ
端
か
ら
読
む
と
、
そ

こ
は
ま
さ
に
名
言
の
宝
庫
で
、
一
冊
分
は
す
ぐ
に
埋
ま
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
結
果
は
現
在
、
三
十
三
刷
り
で

一
五
二
万
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
迎
え
る
定
年
間
際

に
会
社
に
は
恩
返
し
が
で
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
斜
陽
と
言
わ
れ
る
出
版
界
で
す
が
、
時
事
に
臨
機
応

変
に
対
応
し
、
様
々
な
人
に
会
え
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力

で
す
。
会
社
人
生
に
一
片
の
悔
い
も
な
い
、
と
い
っ
た
心

境
で
す
。

『
一
切
な
り
ゆ
き
』

　

（
樹
木
希
林
著
）
を
編
集
し
て

石
橋　

俊
澄
さ
ん
（
昭
和
54
年
卒
）

株
式
会
社
文
藝
春
秋　

新
書
編
集
室
編
集
委
員　
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現
役
大
学
生
の
生
活

平成30年卒の学年理事　平成30年３月１日

 
宍
戸　

真
菜
（
平
成
三
十
年
卒
）

 

岸　
　

大
希
（
平
成
三
十
年
卒
）

 

髙
橋
愛
理
沙
（
平
成
三
十
年
卒
）

 

髙
世　

祥
史
（
平
成
三
十
年
卒
）

 

金
子
さ
く
ら
（
平
成
三
十
年
卒
）

　

私
た
ち
平
成
三
十
年
卒
の
学
年
は
、
今
年

の
三
月
に
全
員
が
二
十
歳
を
迎
え
、
米
沢
市

で
は
今
年
の
五
月
に
成
人
式
が
行
わ
れ
る
予

定
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
成
人
式
が
九
月
に
延

期
に
な
り
、
五
月
に
予
定
し
て
い
た
同
窓
会

も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
旧
友
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

の
近
況
報
告
や
高
校
時
代
の
思
い
出
話
、
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
お
会
い
す
る
機
会

を
失
い
、
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
学
年
に
は
、
三
年
間
学
年
主
任
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
横
山
先
生
の
「
四
年
後

の
い
つ
み
の
日
（
一
月
二
日
三
時
）
に
同

窓
会
を
し
よ
う
！
」
と
い
う
提
案
に
よ
り
、

二
〇
二
二
年
一
月
二
日
三
時
に
同
窓
会
を
開

催
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
約
一
年
半
後
の

こ
の
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
終
息
し
、
同
窓
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
や
感
染
防
止
対
策
を
し
た
う
え
で
の
対
面

授
業
な
ど
不
慣
れ
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
卒
業
の
私
た
ち
も
、
早
い
も
の

で
卒
業
し
て
か
ら
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
先

日
、
部
活
の
同
期
と
当
時
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
は
非
常
に
良
い

時
間
だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

例
年
と
は
異
な
る
生
活
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
大
学
生
も
授
業
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
例
年
と
は
大
き
く
異
な

る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
年
は

成
人
式
が
延
期
に
な
る
と
い
う
事
態
に
も
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
過
ご
す

中
、
主
体
性
が
重
要
で
あ
る
と
強
く
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ご
時
世
、
対
面
の
自
粛
を
求
め

ら
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
増
え
る

こ
と
で
今
よ
り
の
競
争
の
あ
る
社
会
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
に
は
母
校
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
な
ど
を
通

し
て
身
に
つ
け
た
主
体
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

主
体
性
を
生
か
し
、
大
き
く
活
躍
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

事
態
が
収
束
し
、
早
く
仲
間
と
集
ま
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
山
形
県
の
お
隣
新
潟
県
で
大
学

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
興
譲
館
を
卒
業
し

て
か
ら
約
二
年
が
経
ち
ま
す
が
、
興
譲
館
で

過
ご
し
た
三
年
間
の
高
校
生
活
は
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
は
勉
学
に
も
励
み

な
が
ら
、
バ
イ
ト
を
し
た
り
、
友
達
と
の
時

間
を
大
切
に
し
た
り
と
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
栄
養
学
を
専
攻
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
陸
上
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
人
々
の
食
生
活
を
科
学

的
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
食
の
専
門
家
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
職
種
に
つ

き
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
管
理
栄
養

士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
座
学
だ

け
で
な
く
実
習
や
現
場
研
修
な
ど
を
通
し
て
、

日
々
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
実
習
や
国
試
に
向
け
て
の
勉
強
で
今
ま

で
以
上
に
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
大
学
受
験

合
格
の
た
め
に
必
死
に
頑
張
っ
た
高
校
時
代

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
毎
日
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
山
形
で
の

就
職
を
考
え
て
お
り
、
食
を
通
し
て
、
人
々

の
笑
顔
を
守
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

興
譲
館
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
い
も
の

で
二
年
が
過
ぎ
、
私
は
大
学
三
年
生
に
な
り

ま
し
た
。
今
学
期
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
通
常
通
り
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
ず
、
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
で
す
。
ま
た
、
今

年
の
五
月
に
予
定
さ
れ
て
た
成
人
式
や
、
開

催
を
企
画
し
て
い
た
同
窓
会
も
延
期
と
な
り

ま
し
た
。
教
室
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
授
業

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
大
人
数
で
集
ま
っ

て
食
事
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

だ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
私

の
大
学
は
米
沢
に
あ
る
の
で
、
里
帰
り
に
来

る
元
興
譲
館
生
に
よ
く
会
い
ま
す
。
高
校
の

頃
の
同
級
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
期
せ

ず
し
て
街
中
で
あ
っ
て
も
ま
る
で
教
室
や
部

室
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
こ
ろ
の
よ
う
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
も
の

で
す
。
互
い
の
い
る
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、

高
校
生
の
こ
ろ
に
帰
っ
た
よ
う
に
な
れ
る
友

達
の
存
在
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
な

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
、
皆
さ
ん

で
集
ま
れ
る
日
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
現
在
大
学
で
教
育
分
野
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
前
期

は
遠
隔
授
業
と
な
っ
た
り
実
習
が
延
期
に
な
っ
た

り
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

以
前
か
ら
自
分
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
教
育
分
野
に

つ
い
て
、
大
学
で
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
、
自
由
な
生
活
の
楽
し

さ
と
共
に
今
ま
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
て
く
れ

て
い
た
家
族
の
偉
大
さ
を
と
て
も
感
じ
ま
す
。
高

校
を
卒
業
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
大
学
生
活
も
半

分
が
終
了
し
、
だ
ん
だ
ん
と
卒
業
研
究
や
教
員
採

用
試
験
、
大
学
卒
業
後
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
今
あ
る
時
間
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
将
来
の
こ
と
も
考
え
て
、
充

実
し
た
残
り
の
大
学
生
活
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

米沢興譲館同窓会会報（9）　第49号 令和２年８月１日



ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
家

中
村
隆
行
さ
ん
（
昭
和
50
年
卒
）
訪
問　

同
窓
生
を
訪
ね
て

「哀愁夜汽車」 「秘技！三角乗り」「憧れの密」 ギター

「別れのプラットホーム」 中村隆行作品集　～あのひ、あのとき～
ゴム動力舎　1,000円（税別）

「居酒屋人生模様」

「憂鬱な長電話」

　

ピ
ン
ク
や
赤
の
つ
る
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え
た
ご
自
宅
の
庭
先
で
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
家
の
中
村
隆
行
さ
ん
に
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。
昭
和
の
人
々
の
生
活
の
様
子
を
表

現
し
た
作
品
が
、
多
く
の
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
る
。

　

ア
ト
リ
エ
に
入
る
と
、
製
作
用
の
机
、
横
に
は
き
れ
い
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く

色
画
用
紙
が
並
ぶ
。
テ
ー
ブ
ル
に
あ
る
作
品
は
あ
る
日
の
公
園
で
、
お
弁
当
使
い
や
宴

会
を
楽
し
む
人
、
遊
ん
で
い
る
女
の
子
、
家
族
連
れ
な
ど
「
憧
れ
の
密
」
を
表
現
し
た

も
の
と
微
笑
む
中
村
さ
ん
。世
の
中
が
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
今
、「
母
ち
ゃ
ん
床
屋
」「
夜

汽
車
」
な
ど
懐
か
し
い
あ
の
頃
を
表
現
し
た
作
品
に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
。
人
物

の
声
や
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
、
ギ
タ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

溢
れ
る
小
物
も
場
面
を
盛
り
上
げ
る
。「
マ
ー
メ
イ
ド
」と
い
う
紙
を
扱
き
な
が
ら
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
で
人
物
を
創
り
、
表
情
、
動
き
が
完
成
す
る
と
、
次
な
る
登
場
人
物
へ
と
想
像

力
が
広
が
り
、
創
作
意
欲
が
沸
く
と

の
こ
と
。

Ｑ
中
村
さ
ん
は
ど
ん
な
高
校
時
代

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？	

　

「
赤
点
を
と
っ
て
も
、
お
お
ら
か

な
雰
囲
気
の
中
で
高
校
生
活
を
過

ご
し
た
。
当
時
、
男
子
と
女
子
の
割

合
は
八
対
二
、
同
級
生
の
妻
と
の
出

会
い
は
一
番
の
思
い
出
か
な
笑
。
テ

ニ
ス
部
に
所
属
し
興
譲
館
生
の
ス

テ
ー
タ
ス
で
あ
っ
た
学
ラ
ン
に
下

中
村
隆
行
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
五
十
五
年
　
大
学
卒
業
後
、
設
計
事
務
所
に
勤
務
し
た
の
ち
、

米
沢
の
商
事
会
社
に
勤
め
る
。

平
成
二
十
八・二
十
九
年
山
形
県
美
展
に
入
選
。

平
成
二
十
九
年
　
還
暦
を
機
に
退
職
し
、
制
作
活
動
に
専
念
。

駄
で
登
校
し
た
。
今
や
米
沢
を
リ
ー
ド
す
る
同
窓
生
達
が
多
い

な
あ
。」

Ｑ
昔
か
ら
創
作
活
動
が
好
き
で
し
た
か
？

　

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
図
工
は
好
き
だ
っ
た
。
大
学
時
代
は

造
園
学
部
で
公
園
の
設
計
を
学
び
、
都
市
公
園
を
つ
く
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
卒
業
後
、
設
計
事
務
所
や
家
業
に
従
事
し
、

六
十
歳
の
退
職
ま
で
は
仕
事
人
間
だ
っ
た
。
あ
る
テ
レ
ビ
番
組

か
ら
、
リ
タ
イ
ア
後
に
豊
か
な
人
生
を
歩
む
人
の
共
通
点
と
し

て
、
老
後
の
趣
味
を
持
つ
こ
と
、
退
職
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
五
十
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
週
末
の

木
工
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
へ
の
挑
戦
を
経
て
、
五
十
二
歳
の

頃
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
偶
然
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
出
会
っ

た
。
最
初
に
製
作
し
た
の
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
孫
。
次
に

ビ
ー
ル
を
味
わ
う
自
分
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
ア
ッ
プ
が
き
っ
か
け
で

銀
行
に
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
、メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
か
ら
次
々

オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
県
内
そ
し
て
静
岡
、
鳥
取
と
各
地
に

展
示
に
出
か
け
る
。」

Ｑ
作
品
作
り
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

「
関
節
や
仕
草
で
、
表
情
は
左
右
対
称
に
し
な
い
こ
と
な
ど
。

イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
と
き
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
呑
ん
で
寝
ま

す
。
早
寝
早
起
き
で
、
作
品
作
り
は
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら

･･･

」

　

創
作
当
初
と
今
の
作
品
を
比
べ
る
と
、
曲
線
の
表
現
が
と
て

も
自
然
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
独
自
の
工
夫
を
重
ね
た
か
ら

こ
そ
の
技
術
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
と
れ
た
。

Ｑ
夢
を
追
い
か
け
る
在
校
生
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
人
生
は
長
い
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
！
十
年
に
一
回
は
転
機

が
訪
れ
る
。
一
生
の
う
ち
に
何
回
か
あ
る
。
良
い
も
悪
い
も
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
」

　

自
分
次
第
で
予
期
せ
ぬ
出
会
い
や
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
味
わ
い

深
い
人
生
と
な
る
。
夢
を
追
い
か
け
る
の
は
自
由
、
ま
ず
や
っ

て
み
る
こ
と
で
あ
る
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。
今

年
九
月
、
道
の
駅
米
沢
で
あ
る
中
村
さ
ん
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
の
展
示
に
、
是
非
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

【
取
材
：
山
口
み
ど
り
（
昭
和
六
十
年
卒
）
／
横
山
昭
子
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）】

ご自宅のバラの前で
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今
か
ら
遡
る
こ
と
十
数
年
前
。

　

弁
護
士
の
小
名
雄
一
郎
（
Ｓ
31
卒
）
が
あ
る
晩
、
あ
る
酒
場
で
飲
ん
で
い
る
と
、
突
然
、
近
く
の
テ
ー

ブ
ル
か
ら
、
こ
ん
な
会
話
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

「
上
杉
鷹
山
・
・
・
」「
米
沢
藩
・
・
・
」「
高
鍋
藩
・
・
・
」

　

小
名
自
身
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
内
容
だ
っ
た
の
で
、
振
り
返
っ
て
、「
私
は
米
沢
興
譲
館
高
等

学
校
の
卒
業
生
だ
が
、
貴
方
達
は
ど
う
い
う
方
達
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
件
の
人
物
は
こ
う
言
っ
た
。

　

「
私
は
高
鍋
高
等
学
校
出
身
で
弁
護
士
を
し
て
い
る
泥
谷
伸
彦
と
い
う
者
だ
」
と
名
乗
っ
た
。

　

そ
こ
で
小
名
は
、
自
分
も
弁
護
士
だ
と
説
明
し
、「
そ
う
で
し
た
か
。
そ
れ
で
は
何
か
の
席
で
お
会

い
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」
と
い
う
こ
と
に
な
り
「
上
杉
鷹
山
」
の
話
に
時
間
の
経
つ
の
も

忘
れ
、
語
り
合
っ
た
。

　

当
時
、
す
で
に
米
沢
市
と
高
鍋
町
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
と
高
鍋
高
等
学
校
の
間
で
は
交
流
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
当
然
、
同
窓
会
ど
う
し
も
お
付
き
合
い
を
始
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
は
先
ず
、
お
互
い
の
東
京
支
部
間
の
交
流
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
同

窓
会
東
京
支
部
の
役
員
と
高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
の
役
員
で
顔
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
宮
崎
県
日
南
高
校
同
窓
会
元
会
長
の
高
山
様
経
営
の
平
河
町
の
「
お
は
な
」
と
い
う

お
店
で
、
先
方
か
ら
は
泥
谷
弁
護
士
を
含
め
五
名
、
当
方
か
ら
は
、
飯
沼
俊
男
（
Ｓ
30
卒
）、
小
名
雄

一
郎
（
Ｓ
31
卒
）、
神
野
民
夫
（
Ｓ
32
卒
）、
今
西
（
旧
姓
金
子
）
和
子
（
Ｓ
32
卒
）、
故
吉
田
仁
志
（
Ｓ

37
卒
）
の
五
名
が
参
加
し
た
。

　

偶
然
の
邂
逅
を
喜
び
合
い
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
取
り
敢
え
ず
お
互
い
の
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
役
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

お
互
い
の
同
窓
会
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
で
も
共
有
す
る
こ
と
と
な
り
現
在

ま
で
続
い
て
い
る
。

平
成
十
二
年
、
上
杉
鷹
山
公
生
誕
二
五
〇
年
を
契
機
に
生
徒
五
名
、
教
員
三
名
が

宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校
を
親
善
訪
問
。
以
後
、
隔
年
で
相
互
訪
問
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
同
窓
会
か
ら
毎
年
母
校
活
動
補
助
金
と
し
て
援
助
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
、「
上
杉
鷹
山
」
の
偉
大
さ
と
そ
の
教
え
に
育
て
ら
れ
た
私
達
は
米
沢
と
高

鍋
の
絆
を
さ
ら
に
強
く
な
り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
交
流
の
基
盤
は
出
来
上
が
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
で
お
終
い
に
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か

と
意
見
も
出
始
め
て
お
り
、
お
互
い
の
地
域
・
学
校
を
相
互
訪
問
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
交
流
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
等
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
検
討
す
る
の
に
値
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

昨
年
の
米
沢
興
譲
館
同
窓
会
東
京
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
に
席
上
配
布
し
た
、
中
野
英
樹
氏
（
前

高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
会
長
）
著
の
、
名
君
上
杉
鷹
山
公
の
冊
子
※
は
数
年
前
に
中
野
氏
よ
り

授
か
っ
た
も
の
だ
。

　

中
野
氏
は
文
献
の
み
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
ら
米
沢
ま
で
足
を
運
び
、
縁
の
史
跡
な
ど
を
実
見
聞

さ
れ
、
当
時
の
岸
校
長
に
も
表
敬
訪
問
を
さ
れ
て
い
る
。

　

中
野
氏
は
我
々
同
窓
生
に
も
出
来
な
い
こ
と
を
自
ら
私
費
を
惜
し
ま
ず
調
べ
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

は
、
畏
敬
の
念
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
中
野
氏
に
は
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
交
流
は
絶
や
す
こ
と
な
く
、
よ
り
拡
大
し
て
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

※
同
氏
の
許
可
を
得
て
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。

上
杉
鷹
山
公
に
育
て
ら
れ

興
譲
館
同
窓
会
東
京
支
部
と

　
高
鍋
高
等
学
校
在
京
同
窓
会
と
の
ご
縁
に
つ
い
て

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
東
京
支
部　

相
談
役　

神
　
野
　
民
　
夫

（
昭
和
32
年
卒
）

左から久保昌也高鍋高校在京同窓会副会長、中野英樹高鍋高校在京同窓会顧問、小嶋興譲館同窓会会長

中野英樹高鍋高校在京同窓会顧問と横山彰人東京支部長　2019年7月13日
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◎本　　部　　〒992-1443		山形県米沢市大字笹野1101
　　　　　　　米沢興譲館高校内　☎0238-38-4741
　会　　長　　小嶋彌左衛門（S42）
　副 会 長　　佐野　隆一（S47）	鈴木　　基（S49）
　　　　　　　藤倉万里子（S53）	
　監　　事　　江部　　寛（S48）	土田　一成（S51）	松田　純一（S56）	
　顧　　問　　髙野　　讓（S29）	大友　恒則（S35）	
　常務理事　　磯部　道昭（S44）	
　副常務理事　　原田　知明（S53）	川島　良範（H6）	
　常任理事　　小野　庄士（S46）	加藤　英樹（S53）	小池　忠宏（S54）	
　　　　　　　益子　光子（S55）	相田　晃輔（S56）	髙橋美和子（S57）	
　　　　　　　南　　浩史（S57）	佐藤　知由（S59）	山田　記子（S59）
　　　　　　　佐藤　詠一（S63）	中根　玲子（S63）	安部　徳朗（H2）	
　　　　　　　平山　順一（H4）	佐藤　美洋（H10）	
◇米沢支部
　支 部 長　　齋藤　榮助（S38）	
　　　　　　　〒992-0045		山形県米沢市中央1-7-30
　　　　　　　☎0238-22-4140
◇東京支部
　支 部 長　　横山　彰人（S42）	
　　　　　　　〒160-0023		東京都新宿区西新宿3-3-23
　　　　　　　☎03-3348-2808　fax03-3348-2829
　　　　　　　　　　　　　　	　
◇関西支部
　支 部 長　　中川　　勉（S41）	
　　　　　　　〒606-8024		京都市左京区修学院千万田町5-84
　　　　　　　☎075-701-9121　
◇宮城支部
　支 部 長　　田林　晄一（S41）	
　　　　　　　〒981-0954		宮城県仙台市青葉区川平2-17-28
　　　　　　　☎022-279-8951　
◇山形支部
　支 部 長　　後藤　　寛（S40）	
　　　　　　　〒990-2483		山形県山形市上町5-1-21
　　　　　　　☎023-645-4420　
◇高畠支部
　支 部 長　　鈴木　征治（S33）	
　　　　　　　〒992-0344　山形県東置賜郡高畠町大字深沼12-5
　　　　　　　☎0238-52-1777　（事務局長　八巻裕一（H1）	）

◇川西支部
　支 部 長　　金子　　勤（S34）
　　　　　　　〒999-0121　山形県東置賜郡川西町上小松2810-3
　　　　　　　☎0238-42-4522
◇赤湯支部
　支 部 長　　佐藤　有弘（S37）
　　　　　　　〒999-2231　山形県南陽市二色根373　
　　　　　　　☎0238-43-6660
◇宮内支部
　支 部 長　　高岡　亮一（S41）
　　　　　　　〒992-0472		山形県南陽市宮内3572
　　　　　　　☎0238-47-2202
◇小国支部
　支 部 長　　小林新太郎（S44）
　　　　　　　〒999-1351		山形県西置賜郡小国町大字小国町172
　　　　　　　☎0238-62-2362

◇長井・西置賜支部
　支 部 長　　齋藤　道郎（S42）
　　　　　　　〒993-0035		山形県長井市時庭2306　サンリット化成㈱
　　　　　　　☎0238-88-9632

◇県庁・教育委員会支部
　支 部 長　　玉木　康雄（S54）
　　　　　　　〒990-8570		山形県山形市松波2-8-1　山形県庁気付
　　　　　　　☎023-630-2211

◇ニューヨーク支部
＊Director	&	Gen.Manager:EBE	TAKASHI（1959	Grad）
　AD:525	RIVERDALE	AVE（Rm5G）YONKERS	N.Y
	　10705	U.S.A.	
　Phone：1-914-963-1250（Answering24h	working）		
			（FAX:also	available）

◎校内同窓会役員
　理　　事　　堀江　昭浩（S54）	石黒　宏治（S55）	
　幹　　事　　原田　典仁（S57）	五十嵐弘一（H２）	舩山　洋子	

米沢興譲館同窓会本部・支部

◇新型コロナウイルスの影響でほとんどの同窓会事業が中止になりまし
た。今後の同窓会活動のあり方を見直す機会と前向きに捉えたいと思い
ます。今回は、ほとんどの編集作業をメールで行いましたが、最後は顔
を合わせて確認を行いました。そこに、第９回科学の甲子園全国大会プ
レゼンテーションシート優秀校（全国で２校）に選出されたというビッ
グニュースが飛び込んできました。臨時休校期間中にインターネット上
で通話をしながらプレゼンテーションシートを作成したとのこと。「業
につき努めをなせり、ああ興譲興譲のわれらも励め」、このような時期
においてもチャレンジしている生徒の姿に勇気をもらいました。（H.S.）

◇何といっても、今回の会報編集作業は、新型コロナウイルス感染拡大
の影響を受けながら、寄稿いただいた皆様、編集委員の皆様のご協力に
より発行できました。心より感謝いたします。特に、現役大学生の諸
君には、不自由な学生生活の中で寄稿いただきありがとうございました。
新型コロナウイルスの早期終息を願うばかりです。（Ｍ.Ｉ.）

◇令和２年の運動部文化部の大会が軒並み中止になりましたが、昨
年の様々な大会での活躍で1ページ分になりました。文化部の取り組
みや研究テーマが多種多様です。（K.I.）

米沢興譲館同窓会会報編集委員会
委員長／鈴木　　基（S49）	
委　員／磯部　道昭（S44）・石黒　宏治（S55）・山口みどり（S60）
　　　　横山　昭子（S61）・川島　良範（H6）

◇卒業生のインタビューから、いつも学ぶことがあります。52歳で
始めた趣味からプロの作家になったお話を聞き、私も今から頑張ろ
うと心に誓いました。（S.Y.）

◇今年も取材で素敵な同窓生と出会いました。中村さんの作品に感激し
た後は、女子二人でランチをとりながらの編集会議。どちらも楽しい時
間で同窓生の繋がりっていいなあと感じました。（M.Y.）

◇様々な会合で人と会うことが当たりまえでしたが、世の中が自粛
に向かい会合の場がなくなると少し寂しい感じがします。今年度の
同窓会の懇親会で旧友と会う楽しみが減りましたが、来年度の再会
を期待し、会の運営に尽力してまいります。（Y.K.）

編集後記
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